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ス ウィフ トの プ ラ イ ド観(W)

一 「桶 物 語 」 の 場 合 一

渡 辺 孔 二

「桶物語」は普通当時の宗教 と学問の混乱,墮 落に対する諷刺を意図し

て書かれた,と いわれている,そ のことは疑 うべ くもないが,一 方見方 を

変えればこの物語は,伝 統的思考とは相容れない個人中心的思考,即 ち,

プライドの敗北を,具 体的にはピーターを中心 としでプライ ドか ら極端な

行動に走 った者の敗北を呈示することにより,伝 統的思考の危機を認識さ

し,個 人中心的思考か ら発する混乱を排斥し,全 体の調和ある秩序を維持

する伝統的思考への願いを,若 きスウィフ トが精一杯表現 しているとも受

け取 られる.

XXXXX

「イグザ ミナ」において スウ ィフ トは 「強 欲 ほど人間 を極端 な行動 にか り

立て る悪徳 はない」(1710-11年2月8日 木曜 日号)と し,極 端 さは 「狂

気 じみたほ ど馬鹿 げた もの」(1710年10月16日 木 曜 日号)と 述 べてい る.

極 端 さへの嫌悪 は,ス ウ ィフ トの諸 々の作 品に述 べ られてお り,叉,論 じ

方 に も逆説的 に極端 さを用 いているが,「 桶物語 」 「書物 戦争」 だけに限

ってみて も次の よ うな極端 さの例 がみ られ る.よ く肥 った人 の身体 への描

写(P.46),服 屋 の:考え方(P.76),索 引 及 び脱線 に関す る現代 崇 拝者

(モ ダー ンズ)の 原理(P.145),小 人 の生殖器(P,147)風 崇 拝者(イ

ォ リス ト)の 極 端 さ(第8節)(以 上 桶物語)・ 財 ・ トンの心 と身体 の

ゆがみ(P.169),現 代 崇 橢 への皮 肉(P.225)く もの過信(PP・230-

231),ベ ン トリ・の足 と鼻のゆがみ(P.251)(以 上 書物戦 争)・

何故,ス ク ィフ トは極端 さを忌み嫌 うのか.伝 統的思考 はまず全体 の

調和を基盤 としてい る.人 間 の秩序 は小宇宙 に於 け る人 間の階級的認 識に

あ り,人 間社会 の秩序 は人間個人 の身分階級 の是認 にあ り,人 間個人 の調

和 は内部 と外部,即 ち,精 神 と肉体 の調 和 に あ る.総 じて伝 統的思 考は

「存在の鎖」に よ って示 され,そ の思考 は階級的秩序 を大前提 とし,階 級
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的秩序に よる全体の調和を求め,万 物にかかる秩序を要求し,万 物を類似

的思考か ら判断する.例 えば,個 人の行動 は独創的なるが故に価値評価 さ

れるので はなく,人 間全体の調和から評価 され,階 級的秩序の中で容認出

来得るか否かにより評価 される.

桶物語 における 「父の遺言」は三兄弟(三 子)と い う全体の謂和を意図

した伝統 的思考から発 してお り,「 父の遺言」はすべて三兄弟に共通に与

えられた もので,三 兄弟個別に与えられた忠告,即 ち,個 人中心的思考か

ら発 した もの,を 含んでいない.(父 の遺言はすべて 「お前達」に与えら

れたもの だけであり,し か も物語の進行過程においても,「彼等」が 「彼」

とい う単数形に移行 しているのは,ピ ーターのごまかしの開姶によってで

ある.)父 の遺言は人間mに 共通に与えられ た聖書の如く,三 兄弟に全

く同等に与えられたものであり,叉,父 の与えた 「上衣」は福音書の如 く,

三兄弟の生きて行 く上の指針であ り,三 兄弟に与えられたものは 「全 く同

型」の ものである.ス ウ ィフ トの発想法は伝統的発想法であり,個 人の特

異性に着 目しているのではなく,全 体の秩序を念頭においてお り,桶 物語

においては,こ の全体の秩序が個人中心的思考,即 ち,プ ライ ド故に生じ

た極端さにより破壊される過程を描き出している.(桶 物語自体の有して

いる構成にもその反映が うかがわれ,「 脱線」 とい う節自体が一つの極端

さへの暗示を提出している.)

「父の与 えた上衣を変形してはならないし,三 兄弟は共に行動し,一緒に

同じ家に住まねばならない」(PP.73-74)と 述べた父の遺言を与えられ

た三兄弟は7年 間、父の遺言 を守 り、共に協力し,行 動する.((ス クィフ ト

は数字をよく用いている.例 えば 「ガリバー旅行記」に例をとって,1と

いう数字を除き,さ らに一番小さい桁数に用い られている数字から分類す

ると,2-121,3-106,411,5-35,611,7-13,8-14,9

-14 .(エ ヴ リマンの1960年 版 「ガリバー旅行記」をテキス トにして分類

した。)さ て,桶 物語の,こ の小論に関係する数に限定して論 じてみる.

まず,三 兄弟 ということであるが,普 通の解釈に よ る と三兄弟は,m

マ ・ヵソリック教 ・英国教会 ・長老教会などの国教反対者を意味するもの

であるが,3と い う数字にこだわるならば,別 の解釈 も可能である.即 ち,

伝統的思考による混乱,多 様の融合,即 ち,調 和ある秩序への願いを,父

の遺言による三兄弟の統一の可能性を暗示しているとも見られる.同 様に,
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この場合の7年 間とい うことも,普 通の解釈によると,カ ールの 「手引き

書」(P.333)に もあるように,キ リス ト教史に おける最初の700年 間を

意味するのであるが,桶 物語の 「紹介」(PP.57-58)か ら判断すると,

3と 共に 「神秘的な数」である7と い う数字を,意 識的に別の意味を含め

て用いているとも解釈出来る.即 ち,「 ガ リバー旅行記」の中での リリパ

ッ ト皇帝(ジ ョージ1世)へ の諷刺のところ(Iii)で 述べられ て い る

「治世7年 」とい う語句 と同様,皮 肉な,し かも神秘的な響 きの中に,危

機の観念を導入 しているとも解釈出来る.桶 物語において秩序が破壊 され

個人中心的思考が表面に現われて来るのは,父 が遺言を与えてか ら7年 目

であり,こ の桶物語における7と い う数は調和か ら混乱へと移行する過渡

期的危機感を暗示していると受け取られる.》 そしてその間一度 も 「なぜ

父の遺言を守 らねばならないのか」 と反問する個人中心的思考から発 する

疑いを抱いていない.即 ち,三 兄弟の思考方法は,こ こにおいては同時代

的であ り,混 乱を避け秩序を維持する伝統的立場に立 っている.

しかし,父 の遺言を与えられて7年 目に成人 して都会へ出て行き.そ こ

で 「金銭公爵夫人,大 称号マダム・傲慢伯爵夫人」(P.74)に 恋して後,

「父の遺言」を守るという伝統的思考に基盤を置きながら,そ れとは相矛

盾する秩序をかき乱す個人中心の,極 端な行動に出る.即 ち,富,地 位,

虚栄のために極端な行動に走るのである.「 飲酒,女 郎買い,門 番二殴打,

淋病の感染,貸 馬車只乗 り,借 金,他 人の妻の寝取 り,執 行官殺害,貴 族

を利用一一一等々40の乱行」(PP.74-75)と いう描写は極端さの一例と

受け取 られる.

富,地 位,虚 栄 というものは人間につきまとう避けがたい欲望であ り,

それ故に,か かる欲望に発した個人の思考の変化は警戒 されねばならない.

欲望は伝統的思考に変化 を与 え,個 人中心的思考,即 ち,プ ライドの表出

をうながし,プ ライ ドは極端さに個人を走 らせ,極 端さは個人を蝕ばみ,

全体の秩序をも破る可能性を大いに秘めている.

そ の こ とは,ま ず第一段階として部分的に衣服に関する考え方(第2

節)で 論 じられ,そ の後,全 体的に,ピ ーターの行動を通 して詳述 されて

いる.

人間個人の調和は精神 と肉体との調和であり,叉,内 部 と外部 との調和

で もある.伝 統的立場にたてば,人 間の内部である人格 と外部に属する衣
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服 は調和が保たれなくてはならない。衣服は人間の魂のおおいであり,決 し

て魂ではあ りえない.し かし桶物語の中の服屋の如 く,宇 宙 と衣服 とを同

一の場にお いて解釈すると,「 宗教はマン トであり,正 直さは靴であり,

自愛は外套,虚 栄はシャツ,良 心は半ズボンであ り,不 潔,わ いぜつのお

おい もの」(P.78)と いうことにな り,衣 服即ち人間とい う思考が生 じて

来る.町 を歩いているのは衣服であり,人 間は衣服で差別を生 じて来る.

「金の鎖をぶ らさげ,赤 いガウンをまとい,白 い杖をもって馬にまたが っ

て」いれば市長 とみなされ,裁 判官 もビショップも同様の基準から判断 さ

れ る.人 間の内部(精 神的要素 ・人格)は 無視 され,外 部(衣 服)に よっ

てのみ人間は判断される.こ のような服屋の思考 と類似的な,個 人中心的

な,独 断的な思考に三兄弟は染 って行 く.

彼 らが都会へ出て1ケ 月 もたたない うちに肩章をつけることが流行 した.

ところが,父 の与えた上衣は 「簡素で全 く装飾のついていない もの」であ

ったし,更 に父の遺言は彼 らの上衣に 「1本 の糸 も加えてはならないし,

1本 の糸をも減 じてはならない」ことを明記 していた.彼 らの上衣は理性

と上品さは有 していたが,父 は全 く個人の独創的,独 断的思考を禁 じてい

たのである.し かし,個 人中心的に:考えれば,肩 章をつけないと,彼 らの

価値は他人 に比 して落ちることになる.肩 章をつけているかいないかによ

って個人の価値が評価される.し かし,三 兄弟は伝統的立場に立 とうとし

たため,父 の与えた上衣の 「簡素 さ,装 飾のなさ」に固執し,そ の結果,

m中 心鰓 恥 ら判断すると・難 ・・あ ・た肩 勲 つけていないた購 σ

場へ行けば一番安い12ペ ニーの最上階の桟敷へ八れ られるし,酒 を飲 もう

と思 ってmズ 酒場へ行 くと酒場の給仕人が酒を売 るわけにいかないとい

う.女 性 に会いに行 くと肩章をつけていないという理由で玄関払いをくら

ったコ

流行は一時的,地 域的なものであるが,流 行を是認する思考は三兄弟の

思考の混乱を来たした。中で もピーターの思考は顕著な変化を来たして く

る.伝 統的立場に立ち,父 の遺言を守 り,秩 序を維持する態度を示 しなが

ら,実 は現実生活の思考上では個人中心的思考に変 り,人 間を判断する場

合に人格と衣服の調和に着目するのではな く,人格 と衣服をきり離 し,むし

ろ衣服によって人間の価値を決める,流 行を追 う人間の思考を抱きはじめ

る.そ の証拠にピーターの思考は肩章をつけるという流行を父の遺言から
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判断する伝統的な ものから,肩 章をつけ得 るためには父の遺言を如何にご

まかさねばならないかを指向する個人中心的な ものに移行している .,
ピーターはい う.「 たしかに父の遣言書には文字通 り肩章 とい うことば

はないが,し かし肩章とい うことばと同じ音節はあるはずだ.」(P.83>

彼らはピーターの言葉に従 って遺言書を調べてみた .し かし肩章の第一音

節がい くら調べても見当らない.と ピーターは次のようにい う.「 肩章 と
いうことばも肩章とい うことばの有している音節 もないが,肩 章 とい うこ

とばを構成している文字(ア ルファベ ット)は あるはずだ.」(P.83)そ
こで彼 らは一生懸命SHOULDER-KNOTを 構成 している文字を ひろい.

はじめた・そしてS。H.0 .U.L.D.E.Rま ではひろうこ とが出来

たのだが,そ の次のKと いう文字が見当らない .す る とピーターは 「Kと

い う文字は現代の正 しくない文字で,学 問のあ った時代に も古代のどんな

書物にもない文字だ.Kと い うのは正 しくはCと 書かれるべきだ」(P .84>
と主張 した・即ちKNOTはCNOTと 書かれるべ きだとい った.学 識の ある
ピーターの言は,た ちまち他の二人に受け容れられ,彼 らは肩章をつけて

威張 って町を歩くことになる.

こうしたピーターの思考は桶物語 ・書物戦争その他 スウィフ トの作品に

多 く出て来 る批評家達の思考に類似しているのだが,ピ ーターの思考には.

自分を絶対的なもの,神 に匹敵するものとの考え方がある.全 体の中で自

己を考えるのではなく,個 人対個人の中で自己を考え,他 人を軽蔑 し,自
己中心的な尺度で万物を考える.肩 章 とい うものを衣服の有している調和

か ら判断するのではな く,他 人と比 して有利な立場に立てる手段 と考え,

肩章をつけねばならない理由を自分勝手に考え出し,肩 章をつけ得 る根拠

を自己中心的に解釈する.金 のレースをつけることが流行した時 も,上 衣

の裏張 りに真赤なしゅすを使 うことが流行した時 も銀のへ り飾 りをつける

ことが流行 した時も,刺 しゅうをするのが流行した時も,同 様の思考方法

をとって父の遺言をごまかしている.父 の遺言の調和ある秩序は現実的に

もくずれ,そ れに変 って理性 とは程遠い,ご まかしの世界にピーターは入

り込んで行 く.

ここで今一度注目しておかなければならないことは.ピ ーターの思考が

はじめから自己中心的ではなか ったということである.成 人するまでの彼

の思考は伝統的立場に立ち,父の遺言を忠実に守 っていた .そ れが富,地 位.
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虚栄 とい った欲望を契機として変化 しだした.従 って彼の思考は伝統的思

考の変型 と しての個人中心的思考 といえる.そ れ故に,ピ ーターは伝統的

思 考 と個人 中心的思考との 「果てしなき矛盾」(P.89)に 悩み,「 良心の

呵責」を生 じる.さ らに流行を契機 とした伝統的思考のごまかしは,流 行

を追いたい という個人中心的思考,即 ち,全 体の調和を無視 したピーター

ゐ プライ ドによ って,プ ライ ドと伝統的思考のかっとうを生 じさし,叉,

ピーターは伝統的思:考の不可避的歴史的基盤から 「良心の呵責」を感 じ,

伝統的思考 とプライ ドとい う 「果てしなき矛盾」に悩み は じめ た.そ し

て 「果て しなき矛盾」に疲れ果てたピーターは父の遺言書を他の二人を説

得 して金庫 にしまい込んでしま った.

即ち,伝 統的思考に訣別しようと試みた.

しかし,金庫にしまい込んだからといって,今までつちかわれていた伝統

的思考が絶無になることは不可能である.そ の現れとして,遺 言を 「金庫

にしまい込 みたい」 と願 う心的状態と 「良心の呵責」を避けたい と願 う心

的状態 とが,個 人中心的思考 と伝統的思考の錯綜した状態をあらわ してい

る.父 は遺言の中で,も し父のい う約束を守 らなければ 「永遠の呪 「(P.

89)を 彼 らに与えると述べているが,そ のことと相関連 して,ス ウィフ ト

は,伝 統的思考への願いをこめて,伝 統的思考をごまかすことが必然的に

「良心の呵責」を生 じることを暗示することにより,伝 統的思考につちか

.われていながら個人中心的思考を欲望故に抱こうとする人 々に,伝 統的思

考の危機 と共に伝統的思考の心要を警告している.

父の遺言 とい う調和ある秩序を破壊する結果を生 じる個人中心的思考に

走 ったピーターは遺言を金庫にしまい込むという行為を通 して罪を意識し

は じめる.し か し,罪 の意識のあるピーターのとった道は良心の呵責を和

ちげる方向であって,個 人中心的思考に訣別することではなか った.個 人

ヰ心的思考に訣別するほど,ピ ーターは意志の強固な人間ではなか った.

いや,ピ ーターのみならず一般の人間の心は,ス ウィフトが 「三位一体に

関する説教」で述べている如 く,「 弱い,ゆ れ動 くもの」であ って,心 の

誘 惑に毅然 とたち向えるほど強固なものではない.そ れ故に個人中心的思

老は危険であ り,極 端に走 る可能性を大いに有している.伝 統的思考を無

視 する,限 度をわきまえぬプライ ドは,そ れ故に異端的なものとみなされ,

攻撃の矢面に立つのである.個 人中心的思:考を抱きは じめているピーター
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に とって,良 心の呵責を和 らげようとする行為は,む しろ,新 しいよ り多

くの,よ り深い良心の呵責を伴 って帰 って来 る.

父は死ぬ時,彼 らに 「一つの家に一緒に住むべし」とい うことをい った.

ピーターは自己中心的に父の遺言を守 っているとい うことを意識す るため

に,又 弟達に意識 させて,自 分の行動を是認 さすために,あ る領主の大邸

宅 を手に入れ,兄 弟が一緒に住むことにな った.し かし大邸宅を手に入れ

た手段はごまかしであ った し,大 邸宅を手に入れ るとピーターの態度は一

変 し,良 心の呵責が和 らぐどころか,逆 に前にも増して個人中心的思考へ

と変化してい った。ピーターは大邸宅 という豊富 さの前で,傲 慢 さの権化

と化 して行 った.ピ ーターは服装をかえ,生 活態度をかえ,自 分の呼び名

までかえた.し かも,大 邸宅の主であるとい う傲慢さを維持するために,

いろいろなごまか しをや った.土 地をだましとる山師会社を作 って金をだ

ましとり,な んの効き目もない,全 然薬など用いない 「虫下し」を考え出

したり,癇 癪がす ぐ治るといって催眠術めいたことをして金をとり,「 曝

き事務所」を作 つては困 っている人達をだまし,燃 えない もののための火

災保険会社を作 っては金儲する.罪 人さえもだまして金をまきあげた.こ

うして,ピ ーターは伝統的思考を去 り,個人中心的思考から極端さへと加速

度をつけてころが り落ちていった.流 行を契機 として訪つれた,秩 序の調

和を閑却した,個人中心的思考が ピーターを支配し,ピ ーターはスウィフト

の忌み嫌う極端な人間として描か れ て い る.極 端 さへ走 った結果は 「序

文」に出て来 るよく肥 った人の如 く,自 らの招いた重圧に抗 しきれな くな

り,自 らのプライ ドに自らが蝕 まれ,他 人を傷つけ,自 らも傷つき,し か

もそのことを省みない悪魔の様相を呈して来る.

「要するにプライドやらごまか しやらで,あわれなピーターは気がおかし

くなり,世 にも不思議 なことをしだした.」(PP.114-115)自 らを 「全

能の神」と呼び,帽 子を三つ重ねてかぶり,腰には大きな鍵束をつけ,手に

は釣 り竿を持 って歩いた.人 とあいさつするときは手でなく足を差 し出し

た.人 がこのあいさつの仕方をこば もうものなら,そ の足を相手のあごの・

ところまであげて相手の口をけ った.自 分のそばを人があいさつしないで

通 ると,も のすごい勢で息を吹きかけ,相 手の帽子をぬかるみへ吹き落し

た.家 ではマーティンや ジャックの妻のみならず,自 分の妻まで も蹴 って

外へ出 し,代 りに町を歩いている三人の婦人を連れ込め,と マーティンと
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ジ ャン クに命令 した.地 下室 を釘 で とめて弟達に酒を飲 まさない.パ ンの

皮 で も食 べ 残そ うものな ら,勿 体 ないこ とをす るな,こ れはすば らしい羊

肉 じゃな いか,と い って無理に食べ させ る.し か も発作のお こらない とき

で も,み だ らなことを口に し,ひ ど く強情で独断的で ある.明 らかに嘘 と

わ か るこ とを平気 でい う癖 があ りな がら,自 分 のい うこ とを信 じようとし

ない と,も のすごい剣幕 で怒 る.そ して「自分 は今 まで に一度 も嘘 をつ いた

こ とはな い,お 前達 に真実 をのみ述べて いる」(P.121)と 言 い放 った.

この よ うに ピー ターは傲慢 さの権 化 と化 した.そ して その傲慢 さ故 に弟

達は大邸 宅 を出て下宿す る結果 とな り,父 の遺言 の 厂仲良 く一つ の家 に一

緒 に住 むべ し」 とい う一つの要 求 も守 れ な くな って しま った.父 の遺言 を

守 ってい るとい う偽 りの空虚な 自尊心 も崩壊 し,大 邸宅の主 であ るとい う

傲慢 さも今 は彼の心を狂わ して しま った.ピ ー ターは 「永遠 の呪」 に蝕 ま

れ,「 果 て しな き矛盾」の道を歩 まねば な らな くな った.ピ ー ターの敗 北

は極端 さの敗北で あ り,そ れは個人 中心的思 考,即 ち,プ ライ ドの敗 北で

あ る.
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